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＜連絡事項＞

· 明日10/3（金）8：00～東北メディカル学院の作業療法学科学生が2名、デイケア見学に来られる。

· 本日15：30より、通所リハビリテーションＧのヒアリング実施予定。

＜外来患者様情報＞

· 船場　幸子　様～青山荘ではちゃんとやっているつもりだが、もっと気が利いて動けたらいいと思

うと話されている。新しい人も入って来たことを話しており、「先輩だから色々教えなくてはなりませんね」と担当医が話すと「逆に教えられてしまうかもしれません」と笑っている。

· 奥山　以依子様～9月に外泊に行く予定だった件について、「どうなったのかなあ」と話されてい

る。

· 大久保　康弘様～食事、睡眠、気分も特に変わりはないとのこと。

· 上久保　敏郎様～自宅では長芋やごぼうを植えているとのこと。特に変わりはないと話されている。

· 中居　美津子様～幸房ではパウンドケーキを教えられながら焼いて、売っていると話されている。

忙しくて嫌になることはないか尋ねると、「それはないです」と話されている。

· 長瀬　紘一郎様～10/24（金）平和病院受診予定とのこと。

· 柳町　信之　様～痔の方はよくなったとのこと。週に1回青陽館に入浴に行っているとのことで、

担当医より、週2回入浴するよう勧められている。

· 鹿原　博夫　様～幸房では毎日パンを焼いているが、売上もなかなかだと話されている。

· 細越　定生　様～朝4時に起きることが多くなっており、「歳のせいかな」と話されている。代金

ダイエットに興味を持っており、図書館にダイエット関連の本を読みに行っているとのこと。10/16採血予定。

· 小野寺　文明様～自宅の手伝いについて問うと、「最近は頼まれないからやっていません」と話さ

れている。足の痛みはよくなったとのこと。

· 種市　久子　様～娘様が中２とのことで、「口答えしてイライラする。何にもしない」と話されて

いる。反抗期なので、親である本人は理性を持って接するように説明している。また、甘えてくることもあるとのことで、親としての役割を果たすよう説明している。

· 佐藤　朗子　様～仕事は疲れないようにやっているとのこと。腰の痛みはあるとのことで、湿布を

処方している。

· 平　　康子　様～ダイエットを頑張っているとのこと。10月末に採血予定。

＜通所利用者様情報＞
· 北嶋　　剛　様～昨日本人より電話連絡あり。肺炎で入院していた父親が退院し、自宅療養になっ　　

たこと報告されている。父親の看病などで動かなくてはいけないと思い、最近眠剤を飲んでおらず、飲まなくても疲れて眠れていると話されている。そのことを担当医（八戸赤十字病院）に相談したところ、眠剤の量が半分になったとのこと。デイケアに行きたい気持ちはあるが、看病などで行けないと話されている為、時間が出来たときにいつでも来所して良いこと伝えている。

· 繁名　和恵　様～定時になっても来所せず、電話連絡もない状態。青山荘に確認すると、体調が悪

い為、来所後に本人がスタッフに状況を伝えるとのことだが、来所後、本人はスタッフに遅れた理由や体調の説明もなく過ごしている。午後より、「具合が悪い。気持ち悪い。帰りたい」と訴えておられる為、出来るだけデイケアで過ごし、無理なら静養室で休んでいるように説明すると、「休んでる」と静養室に向かわれている。休んだ後は、顔色良好で表情も良い。来所時間が遅れる際は、必ず連絡を入れるように説明し、体調をみながらなるべくデイケアで過ごせるように促して行く。

· 袴田　隆裕　様～昨日、担当スタッフと面談を行っている。8月より、農園カフェ『日々木』で働

いており、現在は9時から11時までの2時間、草取りや掃除などの仕事をしているとのこと。スタッフとの対人関係については良好で、一人愚痴をこぼしてくるスタッフがいるが軽く流していると話されている。本日より1日3時間の労働になり、皿洗いの仕事も増えるとのこと。水曜日のデイケア利用については、「来れるかどうか分からない」と話されている為、仕事の状況など話を聞きたい為、デイケアには顔を出すよう説明している。以前、就労訓練で失敗したことがあり、居場所の確保や相談の場として、デイケアの利用は続けるよう説明していく。

· 田中　宏明　様～デイケア利用開始し1週間が経過している為、昨日、青明舎スタッフ・デイケア

スタッフ・本人の三人でデイケアの利用状況について面談を行っている。デイケアでは就労支援、エアロビクス、疾病教室、SSTに興味があるとのこと。交流面では、他メンバーとパソコンの話をして盛り上がることがあり、それについて「楽しいけど、そのうち嫌われるんじゃないかと思う」と不安を話されている。また、ミクシィという交流サイトを通じて大阪の社長と知り合いになり、自分の作ったアニメーションを送ることがあると話されている。それについて、本人は自分の能力を生かすチャンスだと思っており、以前は、依頼があれば寝不足になるまで作品を作っていたことがあったとのこと。それに関して、まずは自分の病状を理解しながら生活面を整えることが優先的であること、作品のやりとりに関しては賃金を貰っているわけではないため義務ではないこと、ネット上では相手がどのような人物か分からないため、安易に信用はできないこと説明。本人は「あの人はそんな人じゃないですけど」と言いつつも、スタッフの話には納得している。

⇒デイケアでは就労へ向けての生活リズムの確立を促す他、対人交流面についても、本人の不安を傾聴しつつ相談しながら検討していく。

· 種市　久子　様～本日、外来受診後にデイケア来所しており、次回は10/9（木）に来ると話され

ている。また、子供のことについて、「周りの子達と交流持って欲しいから、部活やってきたらって言うんだけど、教室で一人ぽつんとしている」と話されている為、学校に行くことが出来ていることだけでも評価するように説明している。また、今度、携帯を持つことになったと話されており、番号が分かり次第連絡するように説明している。

· 五日市　公　様～昨日より、スタッフを変えて自分の思いを訴えてくることが多く、内容は「自分　　

は何もしていないのに怒ったと言われる。皆が自分のことを悪く言う」というものであり、それは事実なのか確認すると、本人は別の話題を話し始め、話に一貫性がない。まず、怒っていると思われたのなら、怒っていないことを自分で（もしくはスタッフを介して）相手に伝えることも必要ではないかと説明すると、「うーん」と曖昧に返答している。では、本人はどうしていきたいのか問うと、「皆に話し掛けられたい。仲良くしたい」と話されている。以前は、他者に怒鳴りトラブルとなることがあったが、最近はそのようなことはない。そのことを本人に評価しながら、今後も本人の話を傾聴して、対人交流について検討していくこととしている。

· 高橋　洋子　様～昨日、夕食後薬と間違えて朝食後薬を持参していた為、帰宅後に夕食後薬を服用　

するように説明している。時々、内服を間違えることがあるとのこと。来所後、スタッフが本人の内服薬を確認し、娘様にも自宅を出る前に持参薬の確認をしていただくように説明していく。

＜デイケア事例検討＞

事例検討内容：今後の対応について

大久保　律子様（28）女性　　統合失調症

デイケア利用年数：5年10ヶ月

治療計画：①面談を通し、デイケアの利用目的を振り返る。

　　　　　②夫へ相談できないことや、他者との人間関係について訴え聞かれた際には、話を傾聴・受容し、助言していく。

○最近の本人の様子

· 昨年までは、ほとんどデイケアに来所することが出来ていなかったが、年始に夫の大久保恒夫様がデイケア利用開始になってからは、一緒に来所することが増え、現在はほぼ定期的にデイケア利用できている。

· 来所日、不調を訴えての早退は目立っている。以前は夫様と一緒に帰宅されていたが、本人より「距離をおきたい」とスタッフに相談あり、夫様に説明することで、現在は体調が悪い時は別々に帰宅するようになった。

· 夫様への不満などがあれば、自分からスタッフに相談すること出来ている。夫様には聞かれたくないようで、夫様が近くに来られると、急に別な話題を話し始めている。

· 眼球上転は入浴時になるとのこと。入浴前に内服を飲む事で抑えることが出来ていると話されている。

· 他者と会話をしている際、「白豚みたい」などと意図せずに傷つけるような表現をすることがある。他者が介入して、自分の非に気がつくと謝罪すること出来ている。

○今後の対応について

· デイケア治療計画については現在のものを継続していく。

· 他者との会話時、傷つけるような表現があった場合はその都度介入していく。










